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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光検出器と、デジタルエラー信号及び評価信号の処理手段とを有するデータ又は情報を
再生又は記録するための装置であって、
　充電又は放電回路を介して前記光検出器（ＰＤ）に接続された積分器段によって形成さ
れたエンベロープ検出器（ＥＤ）と、
　音声周波数帯域用のアナログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）が、デジタル評価信号を
生成するために、前記エンベロープ検出器（ＥＤ）に接続されていることを特徴とする装
置。
【請求項２】
　前記エンベロープ検出器（ＥＤ）が、アナログエンベロープ検出器（ＥＤ）であり、該
アナログエンベロープ検出器（ＥＤ）が、前記光検出器（ＰＤ）に接続されており、スイ
ッチ（Ｓ）を介して前記積分器段に接続された充電及び放電回路を備えていることを特徴
とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたデータ信号（ＨＦ）の上側（ｏ）エンベロー
プ又は下側（ｕ）エンベロープを形成することを目的として、前記光検出器（ＰＤ）によ
って供給された信号又は反転された信号が前記エンベロープ検出器（ＥＤ）に供与される
ように、前記エンベロープ信号検出器（ＥＤ）は、スイッチ（Ｓ）を介して直接に又はイ
ンバータ（Ｉ）を通して、光検出器（ＰＤ）に接続されていることを特徴とする請求項１
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に記載の装置。
【請求項４】
　前記エンベロープ検出器（ＥＤ）が、前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたデータ
信号（ＨＦ）の上側エンベロープ（ｏ）及び下側エンベロープ（ｕ）の両方を提供するこ
とを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記エンベロープ検出器を形成する前記積分器段は、前記光検出器（ＰＤ）によって検
出されたデータ信号（ＨＦ）の上側エンベロープを提供すること、及び前記光検出器（Ｐ
Ｄ）によって検出されたデータ信号（ＨＦ）の下側エンベロープを提供することの両方を
目的としていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記充電又は放電回路は、コンパレータと関連して充電電流又は放電電流を提供する回
路配置であることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　エンベロープ検出器（ＥＤ）は、前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたＤＶＤプレ
ーヤ又はＤＶＤレコーダのデータ信号（ＨＦ）の上側エンベロープ（ｏ）及び下側エンベ
ロープ（ｕ）の両方を提供し、デジタル評価信号を生成するために、音声周波数帯域用の
アナログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）に接続されていることを特徴とする請求項１に
記載の装置。
【請求項８】
　エンベロープ検出器（ＥＤ）は、前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたＤＶＤプレ
ーヤ又はＤＶＤレコーダのデータ信号（ＨＦ）の上側エンベロープ（ｏ）又は下側エンベ
ロープ（ｕ）を提供し、デジタル評価信号を生成するために、音声周波数帯域用のアナロ
グ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の
装置。
【請求項９】
　前記評価信号は、デジタルミラー信号（ＭＩ）又はデジタルデフェクト信号（ＤＥ）で
あることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　光検出器と、デジタルエラー信号及び評価信号の処理手段とを有するデータ又は情報を
再生又は記録するための装置であって、
　ビデオ信号帯域用のアナログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）を備えており、
　該ビデオ信号帯域用のアナログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）が、マルチプレクサ（
ＭＰＬ）に接続されており、フォーカスエラー信号と、トラックエラー信号と、充電又は
放電回路を介して前記光検出器（ＰＤ）に接続された積分器段によって生成された、デー
タ信号（ＨＦ）の少なくとも１つのエンベロープ信号とがそれに与えられることを特徴と
する装置。
【請求項１１】
　前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたデータ信号（ＨＦ）の上側（ｏ）エンベロー
プ又は下側（ｕ）エンベロープを提供するためのエンベロープ信号検出器（ＥＤ）が、ス
イッチ（Ｓ）を介して直接に又はインバータ（Ｉ）を通して、前記光検出器（ＰＤ）に接
続されることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　エンベロープ検出器（ＥＤ）が前記光検出器（ＰＤ）に接続されており、該エンベロー
プ検出器は、前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたデータ信号（ＨＦ）の上側エンベ
ロープ（ｏ）及び下側エンベロープ（ｕ）の両方を提供することを特徴とする請求項１０
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記光検出器（ＰＤ）によって検出されたデータ信号（ＨＦ）の前記エンベロープ信号
は、デジタルミラー信号（ＭＩ）又はデジタルデフェクト信号（ＤＥ）としての評価信号
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を提供するために、前記マルチプレクサ（ＭＰＬ）を介して前記ビデオ信号帯域用のアナ
ログ－デジタルコンバータ（ＡＤＣ）に供与されることを特徴とする請求項１０に記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光検出器と、デジタルエラー信号及び評価信号の処理手段とを有するデータ又
は情報を再生又は記録するための装置に関する。それは、光学スキャニング装置を用いて
、記録媒体のデータトラックからデータ又は情報を読み出し、記録媒体のトラックにデー
タ又は情報を記録するものである。手順としては、光ビームは、フォーカス調整回路を用
いて記録媒体上にフォーカスされ、トラック調整回路を用いてデータトラックに沿ってガ
イドされ、記録媒体から反射された光ビームは、光検出器上に反射される。
【０００２】
【従来の技術】
光学スキャニング装置を用いて、データ又は情報が、記録媒体のデータトラックから読み
出され、又は記録媒体のトラックに記録されるデータ又は情報の再生又は記録のための装
置において、光又はレーザビームが、フォーカス調整回路を用いて記録媒体上にフォーカ
スされ、トラック調整回路を用いて記録媒体のデータトラック上にガイドされる。例えば
ＣＤプレーヤ、ＤＶＤプレーヤ、データ又は情報の再生又は記録用の光磁気装置、ＤＲＡ
Ｗディスク又はビデオディスクプレーヤ用の記録及び再生装置のような、このタイプの装
置の光学スキャニング装置は、レーザダイオード、１つ以上のレンズ、プリズム型ビーム
分割器、適切には回折格子及び光検出器を有する。光学ピックアップと称される光学スキ
ャニング装置の構造及び機能は、電子部品及び応用、第６巻、第４号、１９８４年、第２
０９頁～第２１５頁に記載されている。
【０００３】
レーザダイオードによって放射された光ビームは、レンズを用いて記録媒体上にフォーカ
スされ、記録媒体から光検出器上に反射される。記録媒体上に記憶されたデータ又は情報
と、フォーカス及びトラック調整回路に対する実際の値又はエラー信号とは、光検出器の
出力信号から得られる。フォーカス及びトラック調整回路用のデジタルサーボプロセッサ
を用いることは、既に公知である。フォーカス及びトラック調整回路用のエラー信号が、
データ信号と比較して比較的低周波数であるために、音声技術で公知のアナログ－デジタ
ルコンバータを、エラー信号のアナログ－デジタル変換用に用いることができる。デジタ
ルデータ信号は、光検出器によって提供されたアナログ高周波数信号の零交差を検出する
パルス形成器を用いて発生される。更に、例えばミラー信号及びデフェクト信号のような
評価信号と称されるものは、光検出器によって提供された高周波数信号から引き出される
。デジタルサーボプロセッサにも関わらず、その評価信号は、排他的なアナログ回路手段
を用いて周期的に発生される。これは、データ又は高周波数信号のデジタル化が、ビデオ
アプリケーションに用いられる種類の高速アナログ－デジタルコンバータを必要とするた
めである。デジタル音声技術において公知のコンバータのタイプは、光検出器によってＣ
Ｄから検出された高周波数信号の帯域幅のために用いることができない。これは、コスト
集約的(cost-intensive)であり、高周波数信号の全帯域幅がデジタル化されなければなら
ないために、複数のスキャニング速度を有する装置においては、高コストを必要とする。
他方で、データ信号又は高周波数信号の波形から引き出される情報は、例としてトラック
変更又はデフェクトである高周波数信号の異常原因を確認するために比較的重要である。
そして、再生又は記録装置の信頼性のある機能に対して欠くことのできないものである。
例として、トラックエラー信号が両方の場合で零に等しいために、スキャンビームがデー
タトラック上に又はその間にあるかどうかを識別することができるために、ミラー信号が
必要とされる。
【０００４】
その結果、デジタル評価信号の処理手段の効果は、無線周波数帯域又はビデオアプリケー
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ション用のアナログ－デジタルコンバータに対する高コストにつながる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、デジタル評価信号処理で且つ異なるスキャニング速度に適応できる重要
な能力を有するにも関わらず、わずかなコストしか必要としないデータ又は情報を再生又
は記録するための装置を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
この目的は、独立請求項に記載された特徴を用いて達成される。効果的な設計及び展開は
、従属請求項に記載されている。
【０００７】
本発明の第１の実施形態は、たとえデータ又は高周波数信号のデータレートが無線周波数
帯域又はビデオ信号帯域用のアナログ－デジタルコンバータを必要とするとしても、音声
技術において公知のアナログ－デジタルコンバータを有するデジタル評価信号の発生を可
能にすることである。
【０００８】
音声周波数帯域用のアナログ－デジタルコンバータは、比較的低コストしか必要としない
。しかし、デジタル音声技術において公知のコンバータのタイプを用いることはできない
。それは、信号スキャニング速度に対する、光検出器によってＣＤから検出された高周波
数信号の帯域幅のためである。音声周波数帯域用のアナログ－デジタルコンバータは、ア
ナログ－デジタルコンバータによってデジタル評価信号を発生させるためには決して用い
られない。該アナログ－デジタルコンバータには、直接的な高周波数信号でなく、むしろ
高周波数信号の少なくとも１つのエンベロープが与えられる。エンベロープ信号が高周波
数信号よりもかなり小さい帯域幅を有するために、音声技術において公知のアナログ－デ
ジタルコンバータは、デジタル評価信号の発生のために用いられ、デジタル評価信号の処
理手段の効果が決して利用されない。そのとき、含まれるものは、アナログ前置増幅器、
音声周波数帯域用のアナログ－デジタルコンバータ、及びデジタルプロセッサを含む効果
的なハイブリッドな解決策である。
【０００９】
本発明の更なる実施形態は、光検出器と、デジタルエラー信号及び評価信号の処理手段と
を有するデータ又は情報の再生又は記録用の装置のデジタル信号プロセッサに接続された
、ただ１つのアナログ－デジタルコンバータを用いることである。このために、両方のエ
ラー信号と、記録媒体から検出された高周波数信号の少なくとも１つのエンベロープ信号
とが、マルチプレクサを介してビデオ信号用のアナログ－デジタルコンバータに与えられ
る。この場合、アナログエンベロープ検出器は、光検出器によって検出されたデータ信号
の最低の高周波数に整合した時定数を有するのが好ましい。光検出器によって検出された
データ又は高周波数信号の周波数は、規則通り、情報信号の周波数よりも高くなる。それ
は、光検出器によって検出されたデータ信号が、更なる信号処理段で分割出力される情報
信号の位置、長さ又は内容に関して付加的な詳細を含むためである。エンベロープ信号を
形成するデータ信号のアナログ前置処理手段にも関わらず、例としてミラー信号又はデフ
ェクト信号のような１つ以上の評価信号の可変パラメータが、デジタル領域で及び規則的
に自動的な方法で調整される。これは、結果として、異なる記録媒体及びスキャニング速
度用の装置を利用する能力に関して高レベルの自由度となる。本発明は、ミラー信号及び
デフェクト信号を含む全てのサーボ信号のデジタル信号処理手段にも関わらず、低周波数
の排他的なアナログ信号を用いるという原理に基づく。その結果、狭帯域アナログ－デジ
タルコンバータ又はビデオ周波数帯域用のアナログ－デジタルコンバータが用いられ、そ
の全ての信号は、マルチプレクサを介して前記コンバータに与えられたデジタルエラー信
号及び評価信号の発生のために必要となる。例として、デフェクト及びトラック変更の間
で識別できるために、サーボ制御ループの利得を調整するために、不正確なデータ信号を
マークするために、又は交差したトラック数を正確にカウントするために、高周波数デー
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タ信号のデジタル評価又は信号の処理手段は、高周波数データ信号から引き出された少な
くとも１つのエンベロープ信号がデジタル化の前に実際に形成されることによって可能と
なる。しかし、エンベロープ信号の評価は、高精度で且つ自由度があることを保証するた
めに、デジタル領域で提供される。ここで入力周波数として参照する、装置の光検出器に
よって検出された異なる光学記録媒体用の再生又は記録装置のデータレートが大きい帯域
幅を有するけれども、制御及び信号の処理手段は、狭帯域信号で実行される。光検出器に
よる記録媒体から検出されたデータ又は高周波数信号は、評価信号を形成するために、そ
のエンベロープに関してのみデジタル化される。例えば規定された方法で放電及び充電さ
れる整流器及びキャパシタを含むアナログ回路を用いるデータ又は高周波数信号から、エ
ンベロープ信号が形成される。原理的に、デジタル評価信号処理手段にも関わらず、わず
かなコストしか必要としない、データの再生又は記録用の提案された装置は、エンベロー
プ信号をその中で発生する方法に依存しない。それにも関わらず、効果的な方法のエンベ
ロープ信号の発生のために用いることができる２つの回路配置が表されている。
【００１０】
検出すべき高周波数信号の上側及び下側エンベロープの両方を有効にする、第１の回路配
置を提案する。それは、上側及び下側エンベロープ信号が、同時にしかしむしろ連続的に
、更なる処理を受けさせられないときに、特にこれが提供される。エンベロープ信号の発
生のための第１の回路配置の後ろにある原理は、充電又は放電回路を介して積分器段をド
ライブするために検出される高周波数信号を用いることからなる。その積分器段は２つの
トランジスタ、キャパシタ及び電流源によって形成され、その制御トランジスタはベース
電流補償回路に接続されるのが好ましい。積分器段を用いて形成されたエンベロープ信号
は、エミッタフォロワを用いて結合され、同時に充電及び放電回路の補償信号として用い
られる。上側又は下側エンベロープ信号を形成するために、積分器段の入力及び出力は、
上側又は下側エンベロープに対する充電又は放電回路に選択的に接続される。これは、唯
一の積分器段が上側及び下側エンベロープを形成するために必要となり、その積分器段は
多重に用いられるということを意味する。同時に、上側及び下側エンベロープ信号を提供
するために、第２の回路配置が提供され、第２の積分器段が提供されることだけが第１の
回路配置と異なり、その結果、上側及び下側エンベロープ信号の両方が同時に常に利用で
きる。記録媒体のタイプとその再生速度とによって管理された異なる入力周波数にも関わ
らず、エンベロープ信号の構成で接続された一定の時間定数を用いることが可能となる。
入力周波数に正確に整合される理想的なエンベロープからの偏差は、デジタル領域の前記
エンベロープの評価中に得られることができる。含まれる全てのものがエンベロープ検出
器用の時定数の選択であり、信号がアナログ領域で評価される必要がないために、わずか
なコストでエンベロープ検出器を提供することが可能となり、その異なる時定数が、例え
ばＩＩＣバスを介してデジタルプロセッサによって設定されることができる。
【００１１】
アナログ－デジタルコンバータに接続されたプロセッサ内のエラー及び評価信号のデジタ
ル信号処理手段は、この点について特に議論されない。それは、解決策が、この点で既に
公知とされ、本発明が後方のデジタル信号処理の種類に依存しないためである。デジタル
エラー信号及び評価信号の処理手段が必要とされる全ての信号は、エラー及びエンベロー
プ信号のアナログ－デジタル変換の後で、プロサッサから得られる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
本発明は、図面を参照して、以下に詳細に説明されている。
【００１３】
図１に描かれたＤＶＤプレーヤの入力回路のブロック図は、光検出器ＰＤ、アナログ前置
増幅器ユニットＰＲＥ、データデコーダＤＤ及びサーボプロセッサＳＰを含む。略字であ
るＤＶＤは、デジタル汎用ディスク(Digital Versatile Disc)であり、ＤＶＤプレーヤは
、通常、再生用に又は可変スキャニング速度でのデータ及び情報の記録用に提供される。
【００１４】
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アナログ前置増幅器ユニットＰＲＥは、複数の前置増幅器ＡＭＰ、データ信号発生段ＤＳ
Ｇ、サーボ信号発生段ＳＳＧ、エンベロープ検出器ＥＤ及びバスインタフェースＢＩを含
んでおり、サーボプロセッサＳＰは、マルチプレクサＭＰＬ、アナログ－デジタルコンバ
ータＡＤＣ、タイミング制御ユニットＴＣ及びプロセッサＰＲＺを備えており、該プロセ
ッサＰＲＺはミラー信号ＭＩ及びデフェクト信号ＤＥを発生する。更に、プロセッサＰＲ
Ｚは、シリアルバスを介してアナログ前置増幅器ユニットＰＲＥのバスインタフェースＢ
Ｉに接続される。
【００１５】
光検出器ＰＤは、例えば図５による公知の方法で構成される。それは、正方形を形成する
ように、共に結合された４つのフォトダイオードＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを含んでいる。記録媒
体から反射され、４つのフォトダイオードＡ、Ｂ、Ｃ及びＤ上にフォーカスされる光ビー
ムは、フォトダイオードのアナログデータ信号ＨＦ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄを発生する。そして
、フォーカスエラー信号ＦＥは、公知の方法でフォトダイオードの対向する対の間の差か
ら発生される。フォトダイオードＡ、Ｂ、Ｃ及びＤに加えて、フォトダイオードＥ及びＦ
が提供され、それは、形成されたそれら信号の間の差によって公知の方法でトラックエラ
ー信号ＴＥを発生させるために用いられる。トラックエラー信号ＴＥ及びフォーカスエラ
ー信号ＦＥは、サーボ信号と称される２つの信号を形成する。更に、図１により、サーボ
信号発生段ＳＳＧで発生されるサーボ信号は、ディスクターンテーブルモータ信号であり
、その信号は、記録媒体のスキャニング速度と、粗駆動装置及びバーニア駆動装置を含む
トラッキングシステムの場合に粗駆動装置に対する制御信号とを決定する。例としてレー
ザダイオード、レンズ、プリズム型ビームスプリッタ、回折格子及び光検出器を含む光学
スキャニング装置全体を、放射方向に配置することによって、粗駆動装置はスピンドル状
に設計される。バーニア駆動装置は、例えば放射方向に予め決定可能な小さな角度で傾け
られるべき光ビームを可能にする。従って、光ビームは、この傾斜運動によって丁度記録
媒体の半径に沿って短い距離を移動できる。しかしながら、原理的に、アナログデータ信
号ＨＦ及び対応するエラー信号を提供する他の光検出器も、本発明の接続の中で用いられ
る。
【００１６】
しかし、トラックエラー信号ＴＥ及びフォーカスエラー信号は、光学記録媒体を有するデ
ータの再生又は記録用装置の機能について十分でない。これは、例として、スキャニング
が、データトラック上とデータトラック間との両方にもたらされる際に、トラックエラー
信号ＴＥが値０を有するためである。それゆえ、評価信号が必要となり、記録媒体のデー
タトラック上及びその間のスキャニングを区別する装置を可能にする。光検出器ＰＤによ
って発生されたデータ信号ＨＦがこのために用いられ、スキャニングがトラック上にもた
らされる際に、その信号は最大となり、スキャニングがデータトラック間にもたらされる
際に、その信号は最小となる。高周波数信号の振幅は、光ビームがデータトラック上に放
出する際に最大となり、他方で光ビームがデータトラック間、即ち反射表面と称されるも
のの上におかれる際に最小となる。それゆえ、この評価信号は、また、ミラー信号ＭＩと
して参照され、図１によるプロセッサＰＲＺによって提供される。
【００１７】
周期的に用いられる評価信号であるミラー信号ＭＩ及びデフェクト信号ＤＥは、図６から
９を参照して、詳細に説明される。図６は、理想的な条件の下でのデータ信号ＨＦの波形
を描いている。データ信号ＨＦが、ごみ及びきずによって、又は記録媒体のトラック変更
によって影響を受けないときに、上側及び下側エンベロープは、まっすぐな線となる。図
７は、データ信号ＨＦの理想的な波形、又はトラック飛び越しのコースのデータ信号ＨＦ
のエンベロープの理想的な波形を表している。下側エンベロープは、再びまっすぐな線で
あり、対照的に、上側エンベロープは正弦波形を表している。検出された最大値の数は、
交差されるトラック数に対応する。図８において、上側エンベロープがまっすぐな線で形
成されるけれども、下側エンベロープは、ＣＤディスク上のごみ若しくはきず、又は振動
によって生じる不規則な膨らみを有する。
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【００１８】
最後に、図９は、再生装置がトラック変更中に振動にさらされ、記録媒体がきず、ほこり
、指紋又は他の汚れによって損傷されるときに、データ信号ＨＦの波形を表している。上
側エンベロープの正弦波形は、図８の波形と同じ波形を有する下側波形によってインタラ
プトされる。
【００１９】
図１０は、アナログ技術に用いられ、エンベロープの波形から対応する評価信号を提供す
る回路配置の例となる実施形態を表している。
【００２０】
記録媒体から反射された光ビームは、４つの正方形状のフォトダイオードＡ、Ｂ、Ｃ及び
Ｄから構成される光検出器ＰＤ上にフォーカスされる。光検出器ＰＤによって発生され、
フォトダイオードＡ、Ｂ、Ｃ及びＤの光電圧の和に等しいデータ信号ＨＦは、デコードさ
れるべく回路（図示なし）へ送られる。加えて、データ信号ＨＦは、ダイオードＤ１のカ
ソードに与えられ、ダイオードＤ２のアノードに接続される。ダイオードＤ１のアノード
は、キャパシタＣＡの一方の端子と、電流源ＳＱ１の一方のポールと、コンパレータＶ１
の一方の入力とに接続される。該キャパシタＣＡの他方の端子は、リファレンス接地電位
である。該電流源ＳＱ１の他方のポールは、それに与えられる電圧Ｕ１を有する。該コン
パレータＶ１の他方の入力は、ポテンショメータＰ１のタップに接続される。電圧Ｕ２は
、ポテンショメータＰ１の一方の端子に与えられ、一方で、ポテンショメータＰ１の他方
の端子はリファレンス接地電位となる。ダイオードＤ２のカソードは、キャパシタＣＢの
一方の端子と、電流源ＳＱ２の一方のポールと、コンパレータＶ２の一方の入力とに接続
される。該キャパシタＣＢ他方の端子は、リファレンス接地電位となる。該電流源ＳＱ２
の他方のポールは、リファレンス接地電位である。該コンパレータＶ２の他方の入力は、
ポテンショメータＰ２のタップに接続される。電圧Ｕ３は、ポテンショメータＰ２の一方
の端子に与えられ、他方の端子は、リファレンス接地電位となる。素子Ｄ１、ＣＡ、ＳＱ
１、Ｖ１及びＰ１を含む図１０に描かれた回路配置の一方の部分について、下側エンベロ
ープｕは、図９の破線で描かれた下側スレッショルド値ＳＵと比較される。そして、素子
Ｄ２、ＣＢ、ＳＱ２、Ｖ２及びＰ２によって形成された、図１０の回路配置の他方の部分
について、上側エンベロープｏは、図９に破線で同様に描かれた上側スレッショルド値Ｓ
Ｏと比較される。データ信号ＨＦの上側エンベロープｏが上側スレッショルド値ＳＯをよ
りも下になるならば、コンパレータＶ２は、その出力で信号Ａ２を出力する。出力Ａでの
信号は、光ビームがトラックを交差することを示す。他方で、データ信号ＨＦの下側エン
ベロープが下側スレッショルド値を越えるならば、コンパレータＶ１は、その出力Ａ１で
信号を出力する。出力Ａ１での信号は、記録媒体上のごみ、指紋、きず等によって、又は
再生装置の振動によって生じた影響があることを示す。ポテンショメータＰ１及びＰ２の
設定は、それぞれ、下側スレッショルド値ＳＵ及び上側スレッショルド値ＳＯを規定する
。光ビームがトラックを飛び越えるかどうか、記録媒体上の振動及び汚れによって生じた
影響があるかどうか、又は両方の現象があるかどうかにに関わらず、データ信号ＨＦから
直ぐに確認できることにより、例えば、これらの条件の下でより速く又はより正確に調整
するように影響を受けるべきフォーカス及びトラック調整回路について可能となる。しか
し、図１０に描かれた回路配置は、アナログ技術を用いて実現され、結果として、この技
術の公知の欠点も有する。例として、スレッショルド値の複雑な設定及びそれらのずれと
、記録媒体の異なる特性及び異なるスキャニング速度に対するパラメータの整合とは、デ
ジタルサーボ信号プロセッサの使用する、他の正確なデジタル環境のアナログ技術の欠点
とみなされる。アナログ回路は、ＤＶＤ、ＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、書き込み可能なＣＤ及び
ＤＶＤのような異なる記録及び再生システムと、異なる速度及びそれらに適合した時間定
数とに関して非常に自由度がある。他方で、データ信号ＨＦのデジタル化は、高コストを
必要とする。これは、例えばビデオアプリケーション用に使用される種類のアナログ－デ
ジタルコンバータを提供するために、データ信号ＨＦの大きい帯域幅及び高周波数が必要
となるためである。エラー信号が、データ信号ＨＦと比較して、比較的狭帯域特性及び低
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周波数を有するために、原理的に音声アプリケーション用に用いられる種類のアナログ－
デジタルコンバータは、デジタルサーボ信号プロセッサをドライブするのに十分である。
この結果から矛盾することは、データ信号ＨＦの一方又は両方のエンベロープの発生が、
アナログ領域に提供されることによって解決されるが、エンベロープの評価がデジタル領
域に提供される。アナログ回路構成部品の特性が、種々の状態に適合するために減らされ
且つ高い自由度を有する。そして、ただ１つの狭帯域アナログ－デジタルコンバータが、
デジタル評価信号処理手段に関わらず、１つ以上の評価信号を提供することにより、検討
すべきコスト節約が達成される。これは、ただ１つのアナログ－デジタルコンバータＡＤ
Ｃを有するサーボプロセッサＳＰを有したデータの再生又は記録用の装置を提供する可能
性を開く。図１のように、多数のエラー信号と、評価信号を発生するために必要な信号と
の両方が、マルチプレクサＭＰＬを介して、該アナログ－デジタルコンバータＡＤＣに与
えられる。評価信号を発生するに必要な信号は、データ信号ＨＦの上側及び下側エンベロ
ープであり、例えば、アナログ領域において、データ信号ＨＦから実際に発生されるが、
スレッショルド値との比較によって評価されない。エンベロープ検出器ＥＤは、このため
に提供され、そのエンベロープ検出器は、図１に描かれており、データ信号発生段ＤＳＧ
に接続される。アナログ前置増幅器ユニットＰＲＥにおいて、光検出器ＰＤによって検出
されたデータ信号ＨＦは、１つ以上の前置増幅器ＡＭＰを介してデータ信号発生段ＤＳＧ
に与えられ、その少なくとも幾つかは、サーボ信号発生段ＳＳＧ用の信号を同時に提供す
る。光検出器ＰＤとを形成するフォトダイオードの数と前置増幅器ＡＭＰの数とは、用い
られるスキャニングシステムに依存し、ここで例として用いられる。更に、例として、ア
ナログ位相検出器の異なる時間定数が、プロセッサＰＲＺのＩＩＣバスを介して選択され
るべきであるならば、アナログ前置増幅器ユニットＰＲＥ内に描かれたバスインタフェー
スＢＩだけが必要となる。更に、サーボ及びエンベロープ信号は、アナログ前置増幅器ユ
ニットＰＲＥを出る前にローパスフィルタにさらされるならば、好都合である。このため
に、例として簡単で公知のアクティブ第２次フィルタが用いられている。
【００２１】
データデコーダＤＤは、デジタルデータ情報を発生するために、アナログ前置増幅器ユニ
ットＰＲＥのデータ信号発生段ＤＳＧに接続される。そして、タイミング制御ユニットＴ
Ｃは、時間シーケンスを制御するためにサーボプロセッサＳＰ内に提供される。
【００２２】
上側エンベロープｏ及び下側エンベロープｕが同時に必要とされないために、図２に説明
されたように、データ信号ＨＦの選択的な反転によって選択するべきエンベロープの一方
に提供される。このために、図２によれば、インバータＩが提供され、スイッチＳは、上
側エンベロープｏ及び下側エンベロープｕを形成するためにデータ信号ＨＦ又は反転され
たデータ信号ＨＦの一方を、エンベロープ検出器ＥＤに与えるように用いられる。これは
、ただ１つのエンベロープ検出器ＥＤが必要となり、データ信号ＨＦの上側エンベロープ
ｏ及び下側エンベロープｕの両方が前記エンベロープ検出器によって形成されるというこ
とを効果的に意味する。図２は、更なる構成部品の全てについて図１と同様である。
【００２３】
原理的に、図３に例として描かれたエンベロープ信号ＥＶは、データ信号ＨＦよりもかな
り小さい帯域を有しており、オーディオアプリケーション用に用いられる種類の安いアナ
ログ－デジタルコンバータＡＤＣを用いてデジタル化される。原理的に、上側エンベロー
プｏ及び下側エンベロープｕは、図４に説明されたように、マルチプレクサＭＰＬに同時
に与えられる。
【００２４】
図１１を参照して説明されたものの原理は、エンベロープ検出器ＥＤとして提案されてい
る。上側エンベロープ及び下側エンベロープの両方は、図１１に従って回路配置を用いて
マップされている。エンベロープ検出器ＥＤの仕事は、低周波数信号がその上に重ねられ
る高周波数信号のエンベロープを形成することである。図１１に従って、キャパシタＣ１
及び電流源Ｉ１と共に有する２つのトランジスタＱ４及びＱ５は、入力ＩＮによってドラ
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イブされる積分器段を形成する。入力ＩＮは、第１のトランジスタＱ４のベースに形成さ
れ、キャパシタＣ１に接続されており、該キャパシタＣ１の他方の端子は、第２のトラン
ジスタＱ５のコレクタと、第１の電流源Ｉ１とに接続されている。第１の電流源Ｉ１は、
電圧ＶＣＣを供給するために接続されており、第２のトランジスタＱ５のエミッタはアー
スに接続されている。一方で、第２のトランジスタＱ５のベースは、第１のトランジスタ
Ｑ４のエミッタに接続されている。第１のトランジスタＱ４のベース電流によってキャパ
シタＣ１の望まない充電を避けるために、３つのトランジスタＱ１からＱ３と抵抗Ｒ１と
によって形成されたベース電流補償回路が提供されており、その抵抗は、一方が供給電圧
ＶＣＣに接続されており、他方が第３のトランジスタＱ１のエミッタと、第４のトランジ
スタＱ２のコレクタとに接続されている。更に、第３のトランジスタＱ１のベースは、第
４のトランジスタＱ２のベースに接続されており、第３のトランジスタＱ１のコレクタは
、第５のトランジスタＱ３のエミッタに接続されており、第４のトランジスタＱ２のエミ
ッタは、第１のトランジスタＱ４のコレクタに接続されている。第５のトランジスタＱ３
のコレクタは、アースに接続されており、第５のトランジスタＱ３のコレクタは、アース
に接続されており、第５のトランジスタＱ３のベースは、第１のトランジスタＱ４のベー
スに接続されている。
【００２５】
電流が入力ＩＮでアースにポールされるならば、第２のトランジスタＱ５のコレクタの電
位は上り、逆に、電流が供給電圧ＶＣＣから与えられるならば、それは下がる。信号は、
第６のトランジスタによって形成された以下のエミッタフォロワを介して結合される。第
６のトランジスタＱ６のベースは、第２のトランジスタＱ５のコレクタに接続されており
、第６のトランジスタＱ６のコレクタは、供給電圧ＶＣＣに接続されており、第７のトラ
ンジスタのベース及びアースに接続された電流源Ｉ２は、第６のトランジスタＱ６のエミ
ッタに接続されている。第７のトランジスタＱ７は、そのコレクタがアースされており、
供給電圧ＶＣＣに接続された電流源Ｉ３に接続されたそのエミッタが、エンベロープ信号
ＥＶを提供する出力ＯＵＴを形成する。第７のトランジスタＱ７は、第６のトランジスタ
Ｑ６を渡ってベースエミッタ電圧降下を減少し、同時に温度応答を改善する。第３のトラ
ンジスタＱ１、第５のトランジスタＱ３及び第７のトランジスタＱ７は、ｐｎｐトランジ
スタであり、図１１に表された他のトランジスタは、ｎｐｎトランジスタによって形成さ
れる。
【００２６】
図１１に描かれており、上側エンベロープ及び下側エンベロープの両方に提供されるエン
ベロープ検出器ＥＤが、図１２において、上側エンベロープｏを提供するために回路ブロ
ックの上側エンベロープに、及び下側エンベロープｕを提供するために回路ブロックの下
側エンベロープに接続される。図１２により、データ信号ＨＦが、端子SIG_INに与えられ
、回路ブロック上側エンベロープの第８のトランジスタＱ８のベースに、及び回路ブロッ
ク下側エンベロープの第１１のトランジスタＱ１１のベースに形成される。回路ブロック
の上側エンベロープ及び下側エンベロープは、エンベロープ検出器ＥＤ用に充電又は放電
回路を構成する。エンベロープ検出器ＥＤは、図１２において、図１１により指示された
ブロックとして描かれており、その入力ＩＮ及び出力ＯＵＴは、２つの二方向スイッチＳ
１及びＳ２によって形成された切替スイッチに接続されている。切替スイッチを用いて、
図１１に対応するエンベロープ検出器ＥＤは、回路ブロックの上側エンベロープによって
形成された充電又は放電回路と、回路ブロックの下側エンベロープによって形成された充
電又は放電回路とに、選択的に接続される。これは、上側エンベロープｏ又は下側エンベ
ロープｕに対応する信号が、端子エンベロープ_OUTで提供されるためである。
【００２７】
図１２に描かれた回路配置の機能は、回路ブロックの上側エンベロープを用いて説明され
る。端子SIG_INに与えられたデータ信号ＨＦは、コンパレータを用いてエンベロープ検出
器ＥＤの出力ＯＵＴで信号と比較される。コンパレータは、第８のトランジスタＱ８及び
第９のトランジスタＱ９によって形成される。このために、トランジスタＱ８及びＱ９の
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エミッタは、電流源Ｉ４に接続されており、該電流源Ｉ４は供給電圧ＶＣＣに接続されて
いる。第８のトランジスタＱ８のコレクタは、アースに接続されており、第９のトランジ
スタのコレクタは、第１０のトランジスタＱ１０のベースと、アースに接続された抵抗Ｒ
２とに接続される。第９のトランジスタＱ９のベースは、エンベロープ検出器の出力ＯＵ
Ｔによってドライブされる。第９のトランジスタＱ９のベースの電位が第８のトランジス
タＱ８のベースの電位よりも低いならば、電流源Ｉ４によって提供された電流が第９のト
ランジスタＱ９を通して流れ、第１０のトランジスタＱ１０をアクチベートする。該トラ
ンジスタＱ１０は、アースに電流をポールし、その電流は、エミッタと、図１１によるエ
ンベロープ検出器ＥＤ内にある電流源Ｉ１とに接続された抵抗Ｒ３によってのみ制限され
る。
【００２８】
端子エンベロープ_OUTの電位は、上昇し、端子SIG_INでデータ信号ＨＦに素早く追従する
。第９のトランジスタのベース電位が端子SIG_INでデータ信号ＨＦのレベルを越えるなら
ば、電流源Ｉ４によって提供された電流は、左手のコンパレータのパスを通って流れ、第
８のトランジスタＱ８によってアースへもたらされる。第１０のトランジスタＱ１０のコ
レクタと、供給電圧ＶＣＣとに接続された電流源Ｉ５によって提供される比較的小さい電
流は、図１１に従ってエンベロープ検出器ＥＤのキャパシタＣ１を放電する。その結果、
端子エンベロープ_OUTの電位がゆっくりと減少する。コンパレータを形成するトランジス
タはｐｎｐ型であり、第１０のトランジスタはｎｐｎ型である。
【００２９】
結合された二方向スイッチＳ１及びＳ２は、下側エンベロープへの切替と同一視できる。
充電及び放電の処理が逆に動作することを除いて、検出の後ろの原理が同一である。それ
ゆえ、回路ブロックの上側エンベロープと同一構造を有する回路ブロックの下側エンベロ
ープは、回路ブロックの上側エンベロープに対して補足的な方法で構成される。従って、
回路ブロックの下側エンベロープのコンパレータを形成するトランジスタＱ１１及びＱ１
２はｎｐｎ型であり、これらのトランジスタのエミッタは、アースに接続された電流源Ｉ
６に接続され、抵抗Ｒ４及びＲ５並びにトランジスタＱ１１のコレクタは、供給電圧ＶＣ
Ｃに接続されている。図１１に対応するエンベロープ検出器の入力ＩＮは、既に前述され
た切替スイッチを介して、電流源Ｉ７と、ｐｎｐ型である対応するトランジスタＱ１３の
コレクタとに接続される。同時に、回路ブロックの上側エンベロープの電流源Ｉ５は、図
１１に対応する積分器段に、図に充電電流と指示された充電電流をドライブしており、回
路ブロックの下側エンベロープの電流源１６は、図１１に対応する積分器段に、図に放電
電流と指示された放電電流をドライブする。しかしながら、通常、エンベロープ信号は、
出力ＯＵＴ又はエンベロープ_OUTで提供され、トランジスタＱ９のベース又はトランジス
タＱ１２のベースを介してデータ信号ＨＦと比較される。
【００３０】
上側及び下側エンベロープが同時に必要とされるならば、図１１に対応する積分器段は２
つ提供されなければならない。結合された二方向スイッチＳ１及びＳ２は省かれる。
【００３１】
他方で、エンベロープの一方のみが必要とされるならば、回路ブロックの上側エンベロー
プのみ又は回路ブロックの下側エンベロープのみが、図１１に対応する積分器段との接続
が必要とされる。この場合も、結合された二方向スイッチＳ１及びＳ２が省かれる。しか
しながら、本発明は、前述した典型的な実施形態に限定されるものではなく、進歩性のあ
る原理の見地の中で変更及び修正を含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＤＶＤプレーヤの入力回路のブロック図である。
【図２】エンベロープ選択手段を有する入力回路のブロック図である。
【図３】エンベロープＥＶを有するデータ信号ＨＦの波形図である。
【図４】エンベロープ発生手段を有する入力回路のブロック図である。
【図５】光検出器によって提供された××信号用の回路のブロック図である。
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【図６】干渉を受けないデータ信号ＨＦの波形図である。
【図７】トラック飛び越しの推移における干渉を受けないデータ信号ＨＦの波形図である
。
【図８】汚れ又は振動による干渉を受けないデータ信号ＨＦの波形図である。
【図９】汚れ又は振動による干渉を受けないデータ信号ＨＦの波形図である。
【図１０】アナログ評価信号提供に対する公知の回路配置の回路図である。
【図１１】エンベロープ検出器用の回路配置の回路図である。
【図１２】エンベロープ検出器用の実用的な回路図である。
【符号の説明】
ＰＤ　光検出器
ＳＰ　サーボプロセッサ
ＰＲＥ　アナログ前置増幅器
ＤＤ　データデコーダ
ＡＭＰ　前置増幅器
ＤＳＧ　データ信号発生段
ＳＳＧ　サーボ信号発生段
ＥＤ　エンベロープ検出器
ＢＩ　バスインタフェース
ＭＰＬ　マルチプレクサ
ＡＤＣ　アナログ－デジタルコンバータ
ＴＣ　タイミング制御ユニット
ＰＲＺ　プロセッサ
ＭＩ　ミラー信号
ＤＥ　デフェクト信号
Ｓ　スイッチ
Ｉ　インバータ
ＨＦ　アナログデータ信号
ＴＥ　トラックエラー信号
ＥＶ　エンベロープ信号
ｏ　上側エンベロープ信号
ｕ　下側エンベロープ信号
ＳＯ　上側スレッショルド値
ＳＵ　下側スレッショルド値
Ｐ１、Ｐ２　ポテンショメータ
ＰＤ　光検出器
ＣＡ、ＣＢ　キャパシタ
ＳＱ１、ＳＱ２、Ｉ１～Ｉ７　電流源
Ｄ１、Ｄ２　ダイオード
Ｖ１、Ｖ２　コンパレータ
Ａ１、Ａ２　出力
Ｑ１～Ｑ１３　トランジスタ
Ｒ１～Ｒ５　抵抗
Ｓ１、Ｓ２　切替スイッチ
ＶＣＣ　供給電圧
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